


「それが、あの本に対する初めての評価だったわけ」

―今日は、類い稀な音楽家/文筆家であると同時に、大の 

読書家としても知られるおふたりに、これまでのキャリアを 

開陳していただければと思います。菊地さんが濱瀬さんを知 

られたのは、『ブルー，ノー卜と調性.：ですか？
菊地いやいや、ベーシストとしてはもちろんそれ以前から 

、知ってましたよ（笑)。だから最初は、あのべ一シス卜の濱 
瀬さんが本も出してるんだ、と思っていた。実は、読んでる 

最中は事の次第が理解できなかったんですよね。あまりに圧 

倒的なスケールだったから。でもすぐに、それが驚くべき事 

態であると気づいて（笑)。

ジャズ，ミュージシャンが書く本というのは、エッセイ、教 

則本などこれまでいろいろ書かれてきたけど、それらとは一 

線を画すというか、これは完全にアカデミックな達成ですよ 

ね。それまで演奏しか知らなかったから、「え、濱瀬元彦っ 
てこういう人だったの？」っていう驚きがありました。研究~ 

と演奏をこれだけの水準で行っている人なんて、世界中探し 
てちいないですよ。

濱瀬そう言ってくれるのは菊地さんだけだよ（笑)。

菊地いや、僕がたまたま目立つだけであって、濱瀬さんの 

業縝に驚愕している人はたくさんいると思いますよ。
演瀬あの本を書いて12年経ったときに、菊地さんが東京 

大学の講義にゲストとして呼んでくれて。それが、あの本に 

対する初めての評価だったわけ。

菊地そう間くと、なんて不当なんだっていう気持ちと、当 

然かなという気持ちが同時に押し寄せてきますね（笑)。た 
とえばジョージ-ラッセルの「リディアン’クロマティック- 
コンセプ卜』 はヌエみたいな存在になってるじゃないですか。 

欧米でもそうなのに、日本ではさらに拍車をかけてヌエ化し 

ていて、それに対して学問的な評価を与えていくことにあま 
り成功していない。1953年に発表されて、もう50年も経っ 

ている『リディアン，クロマティック.コンセプト』でさえ 

そうなら、ブルー.ノー 卜と調性。：のちゃんとした評価が 

出てくるのにも時間がかかるだろうなって、内容を理解した 
と同時に思いましたね。
一一この本の議論では、ジャック.ラカンの精神分析理論を 

参照されているんですよね。
濱瀬それはちょっと違うね。僕がラカンをちゃんと読んだ 
のはこれを害いた後だから。
菊地それはすごく示唆的ですよね。「ブル一‘ノー 卜と調性/

を一読者として読むと、ラカン理論とのアナロジカルな共通 
性はたしかに感じるんです。かつ同時に、著者がラカンを想 

定して害いているわけではないということもわかった。その 

ことにも鮮やかな衝擊を感じたんです。すでにラカンを勉強 
していて、それを音楽理論に援用するというオーソドックス 
な研究ではないですよね。僕がプル一^ ノー 卜と調性（を 
読んだのは2002年だったと思います。この研究が10年前 
に発表されていたと知って、ワナワナしましたよ（笑)。

「僕はある意味、愚直すぎて奇形に見えるんですよ」

菊地演奏活動を一度中断されたのは何年ですか？
濱瀬93年に「テクノドローム』という作品を発表して、 

その少し後ですね。

菊地演瀬先生の教養の体系は、もちろん活動休止前から育 

まれていて、』ブルー，ノー 卜と調性』は休止前の研究の成， 

果ですけど、休止前の読書歴と休止中の読書歴はどう変わら 
れたのかなと思って。単純に、いわゆるジャズ，ミュージシャ 

ンの、毎晩どこかのクラブでギグをやって、という生活の中 
ではこんなに本を読めないんじゃないかと（笑)。

濱瀬僕が本を読みはじめたのは高校くらいからですね。中 

学から読んでいたけど、いまに繫がるような本は高校からでI 
す。僕らの世代だとよくある話だけど、変な友達がいて、マ 

ルクスやヘーゲルを薦められてね（笑)。
―先生が高校生というと、68〜70年ですね。

濱瀬そうですね。ちょうど学園紛争華やかなりしころです 

ね。同じ時期に吉本隆明の全著作集が出はじめて、それも並 
行して読んでいましたね。最初はマルクスとかを読んで、い 

わゆる岩波文化圏的な教養に触れていました。「思想」誌の 
論文はだいたい読んでたね。
菊地68年当時の愛知で、そういう活字文化に触れていた, 

濱瀬変な高校生だったと思いますよ。しかも一方ではギ 
ター少年だったから。まだジミヘンも生きていてね。そうい 

うのをロックパンドでコピーしてましたよ。思想をやりたい 

のか音楽をやりたいのか、自分でわからないような状態でし 
たね。
菊地高校2年の段階で引き裂かれていたんですね。

濱瀬考えたら、いまもそのまま変わっていないようなもの| 
なんだけどね（笑)。

―ジャズではなくてロックパンドだつたんですね。

濱瀬僕らが中学校から高校にかけてのころは、ロックが1 
50年代的なロカビリーからまざまざと姿を変えていく、生 

成期にして最盛期だったからね。もう夢中だったね。

菊地濱瀬先生と同じ世代のミュージシャンは、ブッキッ 
シュな人は少ないんじゃないかと思うぐらいです。大衆音楽 
の一番いい時代にあたって、「音楽以外いっさい興味なし」 

になっちゃったと、そういうふうに堂々と宣言しても様にな 
る世代とも言えると思いますし。それが僕らの世代が音楽 
を始めるころになると、例のニューアカ，ブームですから、 
丫^/10が象徴的ですけど、音楽をやることと本読みであるこ 

とがすごく接近してくるんですよね。
濱瀬ただね、菊地さんの世代でも、菊地さんみたいな人は 
そういないと思いますよ（笑)。

菊地とはいえ僕は、タイプとしては自分はさほど珍しくな 
いと思ってるんですよ。現役で音楽も批評も研究もやりつ 
づけているというのは希少かも知れないけれども、大雑把| 

な世代論で言えば、むしろヒネリがないと思ってます蓮 
西重彦や中沢新一にかぶれて、「リュミエール」を読んで、|
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浅田彰に衝擎を受けて、遡ってマルクスやラカンを読んで、 
丫^0のコンサートに行くとパンフレツ卜に岸田秀が原稿を 
I寄せていると。そういう時代に淫して、いまミュージシャン 

を続けている友達って、たしかにほとんどいないですけどねI 
(笑)。僕はある意味、愚直すぎて奇形に見えるんですよ。

演瀬先生は' どちらかというと、最初の「まわりに似たやつI 
がいない」という状況からまっすぐ進んでここまで来られて 

いる印象がありますよね。演瀬先生の同世代からもう少し上 

の世代になると、左翼思想を勉強しながら、その表現として 

音楽を演奏していた人もいたと思うんですよ。まあ、牧歌的 

なカーニヴァル期というか。

濱瀬世情的には、僕らの世代も「本を読むより直接行動だ!」 

という人は多かったんですけど、僕はヘーゲルとかの知に触 
れることのほうが興奮しましたね。僕も最初、直接行動に若 
干関わったことがあったんだけど（笑)、これはつまらない 

と思ってすぐに止めましたね。本当の知のあり方を踏まえて、 

そこから世界を見るということをしてみたかった。
菊地ちょっと無理無理ですけど、ある意味「元祖ニューア 

力」ですよね。具体的な学生運動にはもう幻滅していて、か 

といって「もうマルクスもなんもない」っていうノンセク

「文体というのは、本の肉体だから」

濱瀬高校のころ、守崎さん（菊地氏所属のレコード会社 

「6西6」の社長）と知り合ったんですよ。あの人もいろいろ 

|読んでたよ。守崎さんにニ浦つとむの組織論を贷したこ 

とがあったよ。日本共産党を離脱して独自の道を歩んだ人を 

主体的マルクス主義者と言うんだけど、^浦さんもそういう 

人のひとりです。マルクスの「経済学.哲学草稿」を城塚登 

と共訳している田中吉六も主体的マルクス主義者なんだけど、 

田中さんは労働をしながら哲学をするという実践をしていた 
人で、土方をやりながら本を書いていた。恥ずかしい話なん 

だけど、「かっこいい!」なんて思っちやってね（笑)。高校 

|を卒業して、最初は早稲田大学の二部に通い出したんですよ。 

昼間は働いて、夜に勉強しようと。それで、当時田中吉六に 
サシで会いにいったんですよ。西武池袋線に1時間以上乗っ 

て、駅からもさらに遠い田舎の公団住宅にね。すごく寒々し 
I くて、タバコの匂いがきつい部屋で話しているうちに、これ 

を自分も一生続けられるかなと不安になったんだよね。苦節 
に耐える気持ちはあったつもりだけど' その気持ちは結果的 

に音楽のほうに向かっていきましたね。1階がラーメン屋の 
|下宿で、食事は水とパンで切り詰めながら、ハン，ベニンク 

の丨〔？（インスタン卜.コンポーザーズ.プール）のレコ一 

ドを買って一所懸命聴いてたね。1も守崎さんに教えても 

らったんだよ。
―前に' 大学のときに「リディアン.クロマティック.コ 

ンセプ卜』の原書を買ったというお話がありました。

濱瀬それは慶応大学に入ってから。田中吉六さんに会った 
後考え直して、一浪して慶応大学の商学部に行ったんです。

菊地そのころもに？とか' フリージャズを聴いていたん 

ですか？
濱瀬いや、だんだんメインス卜リームに目がいくように 

なって、マイルスやコル卜レーンを聴いてましたね。大学に 

入って、パンドでもロックじやなくてジャズをやるように 

なった。「マイルス‘イン’ザ’スカイ』とか、マイルスは 

エレクトリック期に入っていて。そういった新しいジャズを
卜.ラジカルにも走らない。思想として、科学としてのマル 

クスの有効性はあると思うし、魅力も感じる。左翼思想の間 

違った輪入のせいだと思いますけど、共産思想とアナーキズ 
ムを一緒くたにして、学校で大暴れするのが面白いせってい 
う、たいへん魅力的な消費の仕方から（笑)、マルクスを切 

り離して再考するという。
濱瀬浅田さんをはじめとするニューア力の人たちは、マル

解釈しようとするときに、「リディアン，クロマティック- 

コンセプ卜』 が 「使えそうだ」 とは言われていたんだよね。 
大学3年くらいのときに買ったんじゃなかったかな。当時、 

下宿の家貢と同じくらいの値段だつたんだよ。
菊地ということは、これを買われたのはだいたい75年前 

後ですよね。当時の慶応のジャズ研で、この本は話題になつ 

ていたんですね？
クスを革命の根拠にするのではなく、普遍的な構造主義の始 濱瀬話題にはなってたね。まあ僕が言ってただけかもしれ

まりとして提示したんだよね。
菊地ニューアカというのはたぶん、それを鮮やかに打ち出 

したという側面が大きなヒットポイントのひとつですからね。 

誠実な領域では。

ないけど（笑)。みんなで割り勘で買ったんだよ。僕が一番 

お金を出したので代表して僕が現物を持ってるけどね。
―以前取材させていただいたときに、『リディアン，クロ 

マティック.コンセプト』は「文体がすでに不誠実だ」とい 

うような指摘をされていたと思います。
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鳳1「I
濱瀬そうですね。最初に読んだときから、理論というもの 
を提示するときの姿勢に納得がいかなかった。ものを書くとI丨 

いうことは、世界観を提出するということだと思うんだよね。I 
Iそれは非常に強い自己提示なわけであって、それをどのようI 

1な文章でかたちにするかというのは、書き手にとって根本的 

1な問題です。文体というのは、本の肉体だから。それがふや 

けているのは望ましくないですよね。妙な自己肯定があったI 
リ、緩さがあったりするのは許せない。『リディアン，クロ 

マティック，コンセプト』は、なにか立派なことを語っていI 
るという陶酔感がある。そうではなくて、それ以上でも以下， 
でもない、そのものだけを語るということを、僕は吉本隆明I 

さんから学んだつもりです。

ブルー，ノー卜と調性』は、一言で言って吉本さんの文体- 

てすね (笑)。ただ、 いまはやっとその文体を脱却できたんじゃ 

ないかと思います。「ブルー.ノー卜と調性.：との 
文体は違うでしょ？あっちのほうが肩の力が抜けてて（笑)。!] 

菊地そうですね。たしかに違います。
濱瀬吉本さんみたいに、肩に重いものを背負って、という 

文体以外でも語れないと、と思ってたので。一度「ブルー.

！ノー卜と調性を通過した後だからいまの文体に迪り着けた 
！んだと思いますけどね。

いつも考えてるんですけど、音楽理論というのは、単純に自 
然科学に属するものではないですし、さまざまなジャンルに 

存在する「理論」なるものの中でも、相当新しい部類に入る 

と思うんですね。とくにジャズ理論はなおさらです。

濱瀬ジャズの理論は、まだ存在しないとも言えますよ。
|菊地そうですよね。だから、そもそも「音楽に理論が与え 

られうるのか」ということ自体を、濱瀬先生は問うておられ

「ジャズの理掄は、まだ存在しないとも言えますよ」

菊地当時は、具体的な先人はジョージ|ラッセルの50年 

代の著作しかない、さらに日本では渡辺貞夫さんがバーク 

リー音楽学校で学んで持ち帰ったパークリー.メソッドしか 
ないという状況ですよね。だけど濱瀬先生がマルクス、吉本 
隆明を読んだ後に『リディアン.クロマティック.コンセプ 

卜』を読むと、これはとても理論と呼べるものではないとい 

う事実に突き当たるわけじゃないですか。そのとき、音楽を 
問わすいろんなジャンルに「研究書」なるものは存在するけ 

れど、ことジャズにおいてはこんな水準でしかないんだ、と 

いうことにしらけたりはしなかったんですか？

濱瀬ある意味、それ以前からしらけていましたけどね。た 
だ、『リディアン.クロマティック.コンセプト』は、力の 
ある本ではある。

菊地相手にする価値のある本ではある、と。そこはパイオ 
ニアの視線ですね。いまの僕らは、演瀬先生の「ブルー.ノー 
卜と調性の存在を知っていて、「リディアン.クロマティッ 
ク，コンセプ卜』はその前史というか、発展史的な前段階と 

して受け取った感があります。まだこれは鍊金術めいている 
けど、それは来たるべき『ブルー.ノー 卜と調性を準備し 
たものだから仕方がない、というような。「リディアン.ク 

ロマティック-コンセプト』つて、理論体系としては見なし 

づらいけど、非常に重要な示唆に富んだ、それらがごった煮 

になったような本だと思います。調性重力の話、「3ソ3丨丨31316 
门0化5〔3丨6」の話、それで使える音が増えていくという話

るようにも思えるんです。

濱瀬僕がなんでチャーリー.パーカー分析をしているかと 

いうと、まさにそういうことなんです。ある時期、僕はパー 

カーの演奏を1日1曲分析していくという作業を繰り返し 

ていましたけど、いまその分析から、ジャズ‘インブロヴィ 
セーシヨンの理論が得られつつあるところです。やっと輪郭 
になってきたという段階ですけどね。去年の「し以6 ^1/0」 

でその一部を講義しましたけど。

菊地あれは、「分析装置としての理論」でありながら、「作 

曲法としての理論」にもなっていた。その意味で、もしかし 

たら最初の「理論」なのかもしれないと思ってます。逆に言 

うと、これから濱瀬先生が卜ライされる理論構築を除けば、 

我々はまだテス卜ラン的な前史の中にいるのかもしれない。 
90年代の日本でもサブカルチャーとして流行した「疑似科 

学」、「疑似療法」というようなマージナルな分野の総括があ 
りますよね。たとえば、ヴィルヘルム，ライヒは魅力的なア 
ウ卜サイダーであって、理論ではないと。
瀆瀬フロイトとライヒの受け入れられ方は、昔はむしろ逆 

だったんだよね。

菊地しかし、ライヒに類するようなものは、「トンデモ」 
といった総括が行われてもなお、まだそこかしこにある鍊 
金術と科学の区別というのは、人類には永遠にできないん 

じゃないか。なにせ茂木健一郎先生がおられると（笑)。

濱瀬（笑)。
菊地つまり、ジョージ，ラッセルは、あえて言えばライヒ 
みたいなもので、少なくとも著作物としての『リディアン. 
クロマティック‘コンセプト』は、現在のチェッカーにかけ



れば、おそらく「かなり理論的ではない」という判断になる 

と思うんですよね。もともとの業績や強度とは別に。
濱瀬パーカーの「「6丨3わソ61713】0「」というアイディアを' 
これは敷衍可能だと気づいたラッセルが、それを「IV引3门」 

と言い換え、展開性を持った方法論として提示した。この点 
には意味があったと思いますけどね。ただ、調性についての 

一貫した全体像を作るために400319「3ソけV」という概念 
をヒンデミットから持ってきているけど、それを扱うときの 

ラッセルの態度が、僕には納得できない。そこで急に「理論 

であること」から遠ざかるように思います。

「リディアン.クロマティック-コンセプト』にインスパイ 

アされて、自分の演奏法を発展させることができたプレイ 
ヤーはたくさんいるんじゃないかと思います。マイルスとか、 
ビル-エヴァンスとか……。ただ、それはおそらくヒントを 

得たというかぎりであって、ラッセルが書いていることが正 

しいということではない。ラッセルが言う「特別な領域」が 

どうしたとか、ジャズはそういう宗教めいたミスティックな 
ちのではないですよ。

菊地ライヒと言わず、数学におけるユークリッドであって 

も、つねに先行者は後続によって批判的に乗り越えられる運 
命にある。先行者は後続者に、「理論的ではない」部分を事 

後的に発見されざるをえない。そういう、理論を書いている 
という自意識の中に現れてしまう、卜ラウマのような卜ラン 
スのような、一種の逸脱は魅力的ではありますよね。
濱瀬そういうことがあるのかねえ。僕は、それをやったら 
おしまいだと自分に言い聞かせてたけどね。

菊地えらく簡単に言えば、そっちだけ煮詰めたのが宗教 
なんだと思うんですが、もう一度えらく簡単に言えば、僕、 
ジョージ‘ラッセルにはその魅力が確実にあると思うんです 

よね（笑)。
濱瀬なるほどね。
菊地プレゼンテーションですよね（笑)、逸脱っていうく 
らいだから、最初から荒唐無稽なことが書いてあるわけでは

ない。ちゃんと説得力を持って始まるのよね（笑)。ようす 

るに、「最初だけなら良かったのに」という現象が、いわゆ 
る「トンデモ」の諸分野では起こりがちだと。ともかく、「理 

論的である」ということのなんたるかが確立されているほか 

のジャンルでは存在すらしなかっただろう研究が、ジャズと 

いうジャンルでは「理論」として、まさに逸脱的に崇拝され 

てしまう。『リディアン，クロマティック-コンセプト』に 

対しては、誰かが一度愚直であろうとも言わなければいけな 

かった「ここからここまでは理論的ではない」ということを、 

濱瀬先生はしっかり書かれている。しかしその本が10年も 

無反応のまま看過されていたというのはやはりどうかと思い 

ますね。

「〇〇年代を、何歳でどういう立場で過ごしたか」

菊地書棚を見ているとつくづぐ思うんですけど、これほど 
の教養を持った上で音楽理論の場に臨むと、孤立せざるをえ 

ないだろうなっていう、我ながらポジティヴなのかネガティ 
ヴなのか解らない感慨を強くするばかりです。いまの時代は、 

「空気を読む」とか言って収まりのいい場所に個々人が向かっ 
ていく処世が多数派だと思いますけど、濱瀬先生が音楽理論 
の場にガツーンと登場されたというのは、いい意味で、適材 
適所という感じがします（笑)。
濱瀬僕は不器用だから、自分がちゃんと理解したことしか 

書けないだけですけどね。菊地さんはいっしょに演奏してる 
からわかると思うけど、演奏だと勢いに乗ってばっとやるこ 
ともあるんだけど、害くことに関しては別だね。演奏家とし 

ても、僕が日本のインプロヴァイザ一の中で特異だろうと思 

うのは、一貫して自分の語法でやることかなと。
菊地その通りですね。その意味では理論家としての演瀬先 
生とまったく同じですよ。

濱瀬パーカーもマイルスもそうだったわけで。それがジャ 
ズをやることだと僕は思うんだけどね。



音楽にとって理論とはなにか

―この前、清水靖晃さんの話が出ましたけど、「菊地さん 
を見て、清水さんの時代は終わったんだなと感じた」とおっ 

しゃっていましたカヾ。

濱瀬菊地さんのほうが、正直というか、自分の生の語法で、 

裸で勝負しているから。清水くんは楽器もうまいし、さまざ 
まな語法についての理解も深いですよ。それが逆に、演じて 

いるように写ってしまうことがあるんだよね。自分の中の、 

生の部分の使い方が正直な演奏に僕はエロスを感じるからね。 

プレイヤーとしての清水くんは、本当に世界水準と言える傑 

出した人ですよ。だけど、なんて言うんだろう、あんまり音 

楽が好きじやない感じがするんだよ。

菊地よくわかります（笑)。

濱瀬菊地さんは、音楽が好きなの。俺も音楽が好きです。

灌灞元彦「ブルー-ノー卜と調性^ 菊地成孔、大谷(6生
(全音楽雄出)8社，1992) 「心0マイルス.デューイ.デイヴィス3世研究^

(エスクアイアマガジンジャパン、20081

「ラカンなんて咀嚼されないまま何十年なわけで」

菊地こうして濱瀬先生の書斎を訪ねると、歴史が再解釈 
されていく感があるんですよ。非常にシンプルな話、当時、

だからいっしょにやりたいと思うんだよ。
菊地そうですね。ただ、時代の問題も関係してると思うん 
ですよ。僕の青春時代は、清水さんが一番輝いていた。「音 

楽が好きだから音楽をやる」というのは、あるべき基本です 

けど、80年代は「音楽が好きじゃないけど音楽をやる」と 

いうのがクールに見えた時代だった。その時代は、本当は 
音楽が好きな人も、卜レンドに乗ろうとして「音楽なんて好 

きじゃないけど」と擬態していたんじゃないかと思うんです 

(笑)。清水靖晃さんは、擬態を続けるうちに本当に音楽が好 

きじゃないって自己暗示にかかってしまったんじゃないかな 

と（笑)。
80年代は「楽器がうまいから楽器を弾く」ということがも 
うダサいみたいな、典型的で牧歌的な倒錯が、一番生き生 
きとしていた時代じゃないですか。手に職能があること自体 

が格好悪い、それで打ち込みにいくみたいな。いろいろな 

説明がっきますが、結局、金があったということだと思いま 

すけど（笑》。それから時代が変わって、エロスにストレー 
卜に繫がることの強度が見直されたときに、80年代的な人 

か—番アウ卜.モ一ドになってしまっのは仕方ないですよね。 
90年代に、どれだけ「80年代は偽物の時代」というシン 
プルなセリフを聞いたか（笑)。でも、80年代は70年代を 

「バカで不潔」って断罪してたのでしょうがないけど（笑)。 
ようするに、「〇〇年代を、何歳でどういう立場で過ごした 

か」ということが嫌でもすベての人に問われてしまう。80 

年代が青春で' ちゃんと時代と寝ていた僕の現在がこうなん 

だ、と言うしかないです（笑)。
―ある種のポ卜ラッチだったんでしようか。過去も未来も 
相手取って、「うちの時代は、同時代に生まれた才能をこん 

なに無駄にしますよ/できますよ」という余裕を見せて威嚇 
していたというか。

ニューア力を中心に、みんなが読むべきとされていた本がた 

くさんあったとして、80年代当時にニューア力.ブームと 
イメージがダブっていたミュージシャンたちは、そんなの読 
んじゃいないですよね（笑)。どんなにビー卜詩人たちがや 

れビパップ、やれパーカーと言おうと、パーカーのほうはビー 
卜の詩なんて読んじゃいなかったというのと同じで、靖晃さ 

んも渡辺香津美さんも、浅田彰なんて読んでなかっただろう 

と―それはちっとも悪いことじゃないけど、そして、それ 
らをちゃんと読んでやっていたところが坂本龍一さんのひと 

つの強さだと思いますけど一少なくともジャズの人たちは、 
時代と寝たけど本を読んでなかった人がほとんどだった。 
そしていま濱瀬さんの書棚を拝見すると、ニューア力の重 
要な本がすべて並んでいるわけです。それらの本をちゃん 

と読んでいた濱瀬先生は80年代と寝ずに、その後一休みし 
て、「8〇5リヴァイヴァルだ」なんて言われているこの時代 

に復活する。俗な言い方ですけど、大河ドラマのような、大 

きな奔流が交代するダイナミズムを感じますね（笑)。いま 
の若者たちには「フランス発の現代思想なんてファック。ド 
メスティックな社会学理論でオタク.カルチャーを分析して 
いるほうがいい」という、ざっくりとした指向性があります。 
ただ、それも00年代のディケイドのモードにすぎないとい 
うか、だってラカンなんて咀嚼されないまま何十年なわけで 

(笑)。
濱瀬その通りですよ。いまやっと理解されはじめた感すら 
ある。

菊地そして演瀬先生の源流を迪ると、やっぱりマルクスが 
いるっていう（笑)。

―すごい置の本がありますけど、やっぱり一番上の段に 
ヘーゲルがありますね。となりにはマルセル.モース、ミシエ 

ル-レリスがあって。

菊地蕩尽ね（笑)。あと、あの時代は山ロ昌男も流行って 濱瀬まあ、吉本さんの影響ですね（笑)。基本的にはあの
たからね。トリックスターとか道化が取り沙汰されて。全員 人がいいと言ったものを1冊ずつ時間をかけて追っていっ
卜リックスター志望（笑)。古き良き時代ですよ（笑)。



ただけですよ。なかでも、レヴィニストロースはよかった 

ですね。 ，

菊地濱瀬先生のブラジル音楽好きとも共通するものを感じ 

ますね。郷愁の理論というか。いまボサノヴァを世界で一番 

消費している国が日本ですけど、その感性をレヴィコスト 

ロースに至るまで深化させている人は濱瀬先生くらいですよ。 

一番本を読み、買ったのはいつの時期ですか？

濱瀬演奏活動を休んでいたここ10年だね。あと、吉本さ 

んを読むのを止めてから、ものすごく幅が広がったね。

菊地なるほど。
濱瀬基本的な読書傾向は変わらないんだけど、やっぱり、 

吉本さんから解放されたというのは心理的に大きかった気が 

しますね。最初の-読譜と運指の本』のときに、構造主義の 

本をたくさん読んだんだけど。
菊地演奏習得の教本にフランソワーズ，ドル卜が出てきま 

すからね（笑)。

濱瀬いや、読譜にとって認識の問題は最重要ですから。菊 
地さんは精神分析の方面に明るいけど、最初にその関係の本 
と出会ったのはいつくらいなんですか？

菊地小学校低学年のころに、図書館をふらふらしてて、コー 

ナ一の仕切りに「精神分析」って書いてあったんですね。そ 
のとき、当然なんの意味もわかってないし、気になっただけ 

で手にすらとってないんだけど、「あ、これは自分に関係の 

ある本だ」と思ったんですよ（笑)。実際に読んだのは、中 

学校のときにフロイトのテキス卜を抜粋した入門本が出たん 

ですけど、それを読んだのが最初ですね。
―中学生でその内容がわかったんですか？

菊地基本概念に絞った入門本だったからね。「あ、俺の心 
はたしかにこうやってできてるわ」って思いましたね（笑)。 
濱瀬それは早熟だよ。すごいなあ。フロイトは昔、「もの 

すごく危ない本当のことが書いてある」という印象で、すご 
く怖かったね。

菊地わかります。「うわ、裸の人間のことが害いてある」っ 

てドキドキしながら読んでましたもん（笑)。そこから、岸 
田秀までは早かったんです。「ものぐさ精神分析』が大ブー 
ムになってたので。高校に入ってからは、濱瀬先生と同じで 

音楽にどつぶりハマっていくので、フロイトとかを読むのは

爾地成孔（きくち’なるよし》
音楽家.文輦家音楽講師.1963年千霣県生まれ  ̂
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レビ霤衊でのナヴイゲーターコラムニスト.コメ
ンテーター遇曲篆.インタヴ3ア一としても許優 
が离い.代#的な奩楽作足は.ソロ『デギュスタシ 
オンアジャズ』2004).ソロ『瘸米のエ 
リザベス.テイラ一』2005丨.1^x1地成 
死『〔リ呢IVゐ（ビクター.20061,ぬ山ン〇5… 
10叫けI 0此56X1610办15』（巳^匕2008), 
著作にI'スペインの宇宙氮|1小学館、2003―小字 

20091.，京大学のアルパート.アイラー』 
瘡生との羚著.メディア總合6？究所，2005.06 

20091.『从/0マイルス.デューイ 
デイヴィス111世硏无I〖大谷衊生との共著.エスクア 
イアマガジンジャパン.2008丨など，この3角に 
発表した萌地成孔囔鳟I'花と水』化许氐2009)が 
環在好霹を靖している.
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小休止するんだけど、そのあいだも、一貫して読みつづけて 

たのが筒井康隆ですね。これは、小学校のときに兄（菊地秀 

行）の部屋で見つけてからもうずっと。

演瀬筒井康隆は僕も大好きで全部読んでましたよ。大学生 
のころ、新刊が出たらすぐに読み切っちゃって、次の新作が 

出るのが待ち遠しくてね（笑)。
菊地僕もいっしょですよ。筒井さんは、フロイトをけっこ 
う図式的に援用した作品もあるから、結果的に、僕にとって 

のフロイトの副読本になってたんだろうなと思いますね。 

濱瀬「虚人たち』あたりから、ちょっと読まなくなっちゃっ 
たけどね。

菊地また80年代の話ですけど、中南米文学がブームに 

なったじゃないですか。そのとき雑誌の「海」に筒井康隆が『虚 

人たち』、.虚構船団.、「エロチック街道」を発表して、筒井 

さんはどんどんガルシア：マルケス的な世界に向かってい 
きましたけど、70年代はあんなに口当たりが良くてパクパ 

ク食っていた筒井康隆が、たしかに急に食えなくなった。だ 

けど、さっきの清水靖晃さんと同じで、「食えないのがいい」っ 
ていう時代のムードがあったから（笑)、僕はそのあたりも 

かなり読んでましたね。そのころになると、いよいよニュー 

ア力が幅を利かせてきて、ドゥルーズ-ガタリとかを読んで 

る大学生がいっぱい出てきたんだけど、当時そいつらが大嫌 

いでね（笑)。
濱瀬「アンチ-オイディプス』とか、彼らの主要著作はフ 

ロイ卜-ラカン批判が根幹だけど、ラカンがちゃんと読まれ 

る前にそういう批判の側が先に輪入された感がありますよね。 
ラカンの「セミネール』なんて、最近やっと邦訳がそろって 
きたばかりなのに。

菊地本当にそうですよね。いまこそ、若い子はフロイトや 

ラカンを読んだほうがいいと思うんですけどね（笑)。ラ力 
ンを援用した本じやなくて。まあ、そんなこといったらシエ 
イクスピアも読んだほうがいいけど（笑)。

濱瀬ラカンは本当に難しいけどね。レヴィニストロース 
も「ラカンは自分には難しすぎる」というようなことを言っ 

てますよ。「理解するのに最低3回読む必要があるが、自分 
にはそれに要する時間がない」って（笑)。13



音楽に

(ふたりて書棚を見ながら）

菊地四方田犬彦の本がたくさんありますね。

濡澜ある時期、吉本隆明が跃めなくなったことがあってね。そのころに 

よく狭んでましたね。
菊地ああ〜、すごいわかります（笑)。 1

瀆騸文阜が本当に上手だから。ディレッタンティズムの楽しみを教えて丨 

もらいましたね。I ―いわゆるニューアカ世代のおひとりですね。

菊地
ニューア力って流行として消！#された側面もあるけど' 確実に実力のある 

書き手を次々に生んでたよね^あのころ読者だった人たちはいまどこに行っ 

ちゃったんだろうねえ（笑)。

―最近はどのような本を狭まれていますか？
濱瀬最近は、ずいぶん遵れてだけど、菊地さんに言われてからスーザン. 

ソンタグを陕んでますよ。これほどすばらしい著述家をこれまで陕んでな 

くて、もったいないことをしたなと思った。「反解釈』は、当時買つていた 

んだけど、積ん软のままになってたんだよね^
あと、これはずっと软んでるけど、ピーター.ゲイはすごい，日本にはい

はすごくいいし、ほとんど読んでるね4あ、その隣にあるエンリーケ-ビ 

ラニマタスの「パー卜ルビーと仲間たち』もすごくよかったですよ，ある 

とき作家活動を休んじゃった人たちについての本でしょう7儐も潘奏を休

止していたからシンパシーを感じちゃってね.パンドを再問するとき、「バー 

卜ルビーズ」っていう名前にしようかと一度考えたんだよ（笑I
そういえば、俺の同期で米木っていうべ一シス卜がいて、吉本隆明の特を 

すごく狭んでいたりしたんだけど、彼か村上春樹と仲良くてね奥さんか、

村上春樹がやっていたジャズ喫茶の「ピーター.キャット」で働いていた 

りして。俺も「ピーター.キャット」には何度か出演したんだよ。お店に 

行くとずっと皿を洗っていて、客ともミュージシャンともほとんどロをき 

かなくてね^俺も一度も話さなかったけど、小脱はけっこう好きだよ。

菊地あ、カズオ’イシグロの「私を離さないで』，

瀆瀬まだ狭んでないんだけど、どうでした？

菊地すごくよかったですよ，イギリス風の独特の文体で，

―ここに卜マス’ピンチヨンの『鼓売ナンパ一49の叫び』がありますね^ 

濱瀬ああ、ビンチヨンはけっこう挫折しちゃうんだよね^菊地さんはピ 

ンチョンはどうですか？
ないタイプの著述家ですね。フロイトの評伝も塞いている人で、精神分析 菊地フィリップ.1¢ディックにハマる人は音から多いですけど、あえ

の知見を活用した歴史纪述がすばらしい。手紙の分析とか、すごく面白い て首うなら、ディックがガレスビーならビンチョンがパーカーとぃぅ感じ

んだよね0
菊地手紙の分析といえば' 最近岡田邋司さんの「フロイトのイタリア』 

という本を睨んだんですけど、これは最近統んだ本の中で一番面白かつた

ですかね^

濱瀬そうなんですか。菊地さんがそうおっしゃるなら狭んでみなきやな 

(笑)。
ですよ。著者はイタリア美術史家なんですけど。
濱瀬あ、それ僕も貢いましたよ.まだ手をつけられていないんだけどね， 

いま田中純さんの「政治の美学』というのを狭んでいるところで。これは 

面白そうですよ。ソンタグにも「ファシズムの美学」という諭文があるけ 

ど、権力と美の関係っていう一番きわどいところをスリリングに諭じてい 

る，前著のアビ.ヴァールブルグ研究もすごかったしね"

一田中さんの文体の緊張感は、瀆瀬先生と共通するものがある気がしま 

す。ちなみに、小脱のほうではどのあたりがお好きなんですか？

灌漏そうね いろいろ好きだけど、柴田元幸さんが択しているような、

ボール.オースター、スティーヴ，エリクソン、スティーヴン‘ミルハウザー

―稲垣足穗の全集が描っていますね。

濱瀬タルホは好きだねえ。圧倒的に初期がいいね。さっき首った通り、 

僕は最初に早稲田に入ったでしよう？当時、「これがタルホの作品に出てく 

るお店かな？』なんて思いながら大学と高田馬場のあいだを歩いてました 

よ（笑)。ところで、いま表に出ているのはまだ狭んでない本も多いんだよ 

ね。陕了した本は奥の列に置いてあるから.

菊地表のラカンを取り出すと あ、ソシュールと小島倌夫と阿部謹也

が出てきた！（笑）13
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